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4　学習支援ボランティアによる学校支援4　学習支援ボランティアによる学校支援4　学習支援ボランティアによる学校支援

5　子どもたちの命を守るために5　子どもたちの命を守るために5　子どもたちの命を守るために

すくーるらいふ

　７月１９日(木)に子どもたちの下校にあわせて、子どもたちと保護
者･職員で、通学路の安全点検を行い、大雨による道路の冠水や、地
震によるブロック塀や家屋の倒壊などによる危険箇所の洗い出し
を行いました。「この用水路が危ないね。」、「この塀は崩れてくるかも
しれないね。」と、子どもたちと確認しながら、保護者･職員も通学路
を歩きました。
　大きな地震や西日本での豪雨など、最近頻発する災害から、地域
の宝である子どもたちの命を守るための活動に、家庭や地域ととも
に、取り組んでいきたいと思っています。

　学校から保護者や地域の皆さんに、授業見守りや朝自習で取
り組んだ「ドリル問題集」の丸付けの学習支援ボランティアをお
願いしています。子どもたちは、授業見守りのボランティアの皆
さんに、各学級の授業を参観していただくのを楽しみにしていま
す。また、朝自習の時間に取り組んだ問題をその日のうちにボラ
ンティアの方が丸付けを行ってくださるので、子どもたちは、自
分の成果と課題をその日のうちに把握することができます。
　これらの学習支援は、子どもたちの学びの基礎づくりのため
の大きな支えとなっています。

3　運動会を通しての地域の皆さんとのつながり3　運動会を通しての地域の皆さんとのつながり3　運動会を通しての地域の皆さんとのつながり

　今年度の竜北西部小学校では、運動会に向けて、子どもたちによるさまざまな取り組みを行いました。
5･6 年生で組織された委員会の呼びかけで、運動会のスローガンの募集や休み時間に運動場の草取りや
石拾い、運動会のポスター作成などを全児童で取り組みました。子どもたちが描いた運動会のポスターは、
コミュニティ･スクールの皆さんに協力していただき、地域の各所に掲示していただきました。運動会当日
は、保護者をはじめたくさんの地域の皆さんにご覧いただいて、竜西っ子のパワーを地域の皆さんに届け
ることができました。

▲応援団長による誓いの言葉 ▲地域の皆さんへのボスターの掲示依頼

▲朝自習の丸付けの様子

▲職員と保護者による通学路点検
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「竜西」の一致団結 ～学校・家庭・地域の取組～

1　子ども見守りボランティアによる学校支援1　子ども見守りボランティアによる学校支援1　子ども見守りボランティアによる学校支援1　子ども見守りボランティアによる学校支援1　子ども見守りボランティアによる学校支援1　子ども見守りボランティアによる学校支援

２　コミュニティ・スクールによる家庭教育支援２　コミュニティ・スクールによる家庭教育支援２　コミュニティ・スクールによる家庭教育支援

すくーる
　らいふ
school life

　竜北西部小学校では、学校の教育目標である「ふるさ
とを愛し、夢の実現に向けてたくましく生きる竜西っ子の
育成」に向けて、コミュニティ・スクールや保護者・地域
の皆さんに支援していただき、さまざまな取り組みが行な
われています。

　竜北西部小校区では、子どもたちの下校中の安全を見守ってくださる「子ども見守り隊」を区長さんを通
して募集したところ、多くの地域の人に協力していただき、通学路の見守りを行っていただいています。
　先日は見守りボランティアの人から、見守りをしている時
に子どもたちから「いつもありがとうございます」と声を
かけられ、嬉しかったとのお話を聞くことができました。ま
た、1学期最後の地区児童会では、子どもたちが各地区の
見守り隊の皆さんにお礼の手紙を書きました。このような
地域と子どもたちとのつながりが広がってほしいと願ってい
ます。
　見守りボランティアの皆さん、いつも子どもたちを見守っ
ていただき、ありがとうございます。

　6月9日 ( 土 ) に竜北西部小学校の体育館において、コミュ二ティ･スクール主催の家庭教育学級が開催
されました。コミュニティ･スクールの皆さんは、家庭教育学級の開催に向けて何度も打ち合わせを行い、
準備してこられました。当日はコミュニティ･スクールの皆さんによる「北鹿野地区の歴史」についての発
表が行われ、各地区に分かれて保護者と地域の皆さんで、地域での子育てなどについて話し合い、考えを
深め合いました。参加者からは、「子育てや地域の課題などについて語り合うことができた。みなさんの話
を聞くことができて、とてもいい機会であった。」との声が聞かれました。
　企画運営してくださったコミュ二ティ･スクールの皆さんや協力してくださった地域の皆さん、本当にあり
がとうございました。

▲見守りボランティアのみなさんへのベスト寄贈

▲コミュ二ティ・スクール会長によるあいさつ ▲地域の皆さんと保護者との話し合い

（竜北西部小学校）
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